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①授業改善の取組 
 ○新大分スタンダードを取り入れ、表現力に焦点をあてた 

学習過程の工夫・改善 

・見通し７分、自力解決８分、交流２０分、まとめ１０分 

の学習の流れを基本とする。 

・考えの説明の仕方や発表の話型（発表ルール）を示す。 
・ICT機器を活用する。 （書画カメラを使って説明する児童→） 

 ○互見授業の計画的な取組 

・一人２回以上 

 

②学習指導の取組 
 ○学習カルテの作成（児童自身が学習状況を把握→） 

（算数・理科 ４年生以上） 

 ○家庭学習の徹底 

 ・その日のうちにやり直し 

学力向上プランの概要 

 

 

①自尊感情を高める取組 
 ○「ほめほめシャワー」の取組 

・毎週月曜日の集会時に縦割り班で 

決められた一人を全員でほめる。 

 

②音読集会の取組 
○毎週水曜日、各学年の学習発表や詩の群読 

・聴き方の視点を指導者が示す。 

・聴き手は示された視点で感想を言う。 

 

③学期に１回の読書月間運動 
 ○あじさい読書（６月）どんぐり読書（１０月） 

  ゆきだるま読書（２月） 

学習を支える取組 



１学期末チェック１学期 ９月からの

【授業改善テーマ】学ぶ楽しさやわかる喜びが味わえる授業づくり

【授業改善の重点】　「表現力」に焦点を当て、考えを深めるための交流場面の工夫

　　　　【取組内容②】　　　　【取組内容②】

　　　　【取組内容①】

学習過程の交流場面で考え
を深めることができるような
工夫をする。

　　　　【取組指標①】

互見授業や提案授業で、評価
規準を明確にし、交流場面の工
夫が分かるような指導案を提示
する。
１時間の授業の中にペアや全体
での交流場面をつくる。

　　　　【検証指標①】

互見授業や提案授業の事後
研で、交流場面の工夫が図
れていたか、児童がより考え
を深めることができたかを検
証する。

　　　　【取組内容①】

　　　　【取組指標①】

互見授業や提案授業で、交
流場面の工夫が分かるよう
な指導案を提示し検証す
る。
１時間の授業の中にペアや
全体での交流場面をつくる。

　　　　【検証指標①】

授業の中で相手に伝わるよ
うな説明の仕方、発表の場
を設定する。

　　　　【検証指標②】

互見授業や提案授業の事
後研で、学年に応じた説明
のパターンや話型になって
いたか検証する。

　　　　【取組指標②】

授業の中で相手に伝わるよ
うな説明の仕方、発表の場を
設定する。ICT機器を週に１
回以上活用する。

　　　　【検証指標②】

研修の中で、情報交換し、学
年に応じた説明のパターン
や話型になっていたか検証
する。

互見授業や提案授業の事
後研で、交流場面の工夫が
図れていたか、児童がより
考えを深めることができたか
を検証する。

考えを説明するための表現
方法（説明のパターン化・話
型）にそって相手に分かりや
すく伝えることができるように
する。

１時間の学習過程（課題の提
示・見通し７分・自力解決８分・
交流２０分・まとめ１０分）の交
流場面で考えを深めることがで
きるような工夫をする。

考えを説明するための表現
方法（説明のパターン化・話
型）にそって説明ができるよ
うにする。

　　　　【取組指標②】

〈成果〉 

・互見授業を計画的に実施することができた。 

・「課題」と「まとめ」を明確にし、学習過程を意

識した１時間完結型の授業を全職員が実践で

きた。（よくできた５０％、できた５０％） 

・理科においては、実験予想の説明と実験結

果の説明の２場面において交流が図れた。 

・ノートに自分の考えを書かせることで、自信

をもって説明できた。 

・ペアや全体での交流場面で思考ツールを使

うことで交流の手立てになった。 

・算数では全体の交流の際に「は・か・せ」の

視点で交流できた。 

・第1回の校内研での提案授業で，個→ペア→

全体での交流場面を設定し検証した。 

〈課題〉 

・自力解決の時間、ペア、全体交流の時間配

分を考慮する必要がある。 

・評価規準を明確にし、課題またはめあてを

具体的に設定するようにする。 

・考えを深めることのできる交流の具体的な工

夫についての研修をする。 

〈成果〉 

・低学年も「私は○○と考えました。わけは、

●●だからです」という話型で話すことができ

るようになった。 

・国語では、考えの根拠を文章表現から抜き

出すように指導し、発表することができるよう

になった。 

・算数では、自分の考えを書き込んだノートを

見せながら、説明することができるようになっ

た。 

・自分の考えを伝える時、主張・根拠・理由を

ワークシートに書かせることで順序立てて説

明することができるようになった。 

〈課題〉 

・友だちの考えに対して質問をしたり、意見を

伝えたりする話型の活用が不十分である。 

・発達段階に応じて、基本の話型だけでなく、

話型にとらわれない交流の方法も取り入れて

いくことが大切。 
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低
学
年 

は
つ
げ
ん
ル
ー
ル 

○
あ
た
っ
た
ら
「
は
い
。」、 

い
け
ん
の
お
わ
り
は
「
で
す
。」「
ま
す
。」
を
つ
か
う
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○
か
ん
が
え
が 

お
な
じ
と
き
、 

 
 
 
 
 

「
お
な
じ
で
す
。」「
よ
い
で
す
。」 
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「
つ
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く
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え
ま
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が
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う
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ほ
か
の
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え
が
あ
り
ま
す
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○
友
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に
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が
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る
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「
○
○
さ
ん
に
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し
ま
す
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高
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言
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え
て
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る
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今
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え
て
い
ま
す
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だ
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の
考
え
に
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げ
て
言
う
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の
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え
に
賛
成
で
・
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対
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